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01月07日 緑風会総会/交流会 

01月17/18 大学入学共通テスト 

01月24日 農経h17年卒同窓会 

01月30日 及川教授最終講義/祝賀会 

01月31日 森田・山田教授最終講義 

01月31日 酪進会総会/懇親会 
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03月19日 大学学位記授与式 
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２０２４年度 累計卒業生数 

 大学院 計  １，７７８名 

 大   学 計   ３４，９８７名 

 短 大 計        ９，４８７名 

 高 校 計   ２２，２２３名 

 合 計 計   ６８，４７５名 

 

 酪農義塾 計           ３０３名 

   酪農学校 計 ＊９１，５１７名 

  * 出典酪農学園史２巻より 

   総合計 １６０，２９５名 

地区支部の設置状況（ ）は未設置        

北海道１区：石狩 ３支部（１）(江別) 

北海道２区：道央 ６支部（２）(空知1)(胆振2) 

北海道３区：道南 ５支部（２）(後志1)(後志2) 

北海道４区：道北 ６支部（１）(留萌1) 

北海道５区：道東 ６支部（０） ２６支部（6) 

東北地区 ：   ６支部（０） 

関東甲信越地区：１０支部（０） 

中部地区：    ７支部（０） 

近畿地区：    ６支部（０） 

中国地区：    ５支部（０）) 

四国地区：    ４支部（０） 

九州地区：    ８支部（０）４６支部（０) 

 

 

2026年1月31日、早朝からの大雪にもかかわらず、山田弘司教授（循環農学類 人と動物

の関係学）・森田茂教授（循環農学類 家畜管理・行動学研究室）の最終講義に多くの人

たちが集まりました。楽しい話だったとの感想が、たくさん寄せられました。講義の様子

は、Live配信され30名近い方が遠隔にて視聴していました。講義は、下記のURLにて公開

しているので、興味ある方は、ご覧ください。 

https://youtu.be/Jli4AAZ-Vu8 

 

同日18：00より、家畜管理・行動学研究室の卒業生を中心に組織された酪進会の総会が、

新札幌のホテルエミシアにて開催されました。第14期から第63期（現4年生）卒業生およ

び歴代教員の約140名が集まり、定例報告と役員確認の後、本年度の在学生（7名）と森田

教授の卒業をお祝いしました。懇親会では、杉田慎二氏（35期、会長）および春田哲平氏

(43期)の名司会で、楽しいひと時を過ごすことができました。最後は、「酪農讃歌」を全

員で歌い閉会となりました。 

山田弘司教授・森田茂教授の最終講義および酪進会総会の開催 



同窓会開催報告            

第９巻 第8号（通号106号） 

Page 2 

  

 去る202年11月30日（日）13時から名古屋市の「ウインク

あいち」を会場に３４名の参加者で標記の酪小獣地塩会（中部

地区小動物開業医会）が開催されました。 

多数の卒業生にお越しいただき、大変盛り上がりました。懇親

会もありがとうございました。 

総会 会長 佐藤亮ニ先生の挨拶 

講演 「手術前の準備で大切なこと」 愛知動物外科病院 院

長 丹羽昭博 先生（42期卒） 

「進化した動物用義肢装具2025」 動物専門義肢装具製作所

「東洋装具医療器具製作所」 義肢装具士 島田旭緒（しまだ

あきお） 

「「鴻池の犬」他、お楽しみ」林家 卯三郎 先生（25期卒） 

14年ほど前に発足し、少しずつ若いメンバーが増えています。 

酪農学園大学らしい、楽しく和気藹々とした会となりましたの

で報告します。（文責 報告者：淺井亮太（34期））  

 

2026年1月30日、及川伸教授（獣医学類 ハードヘルス学

ユニット）の最終講義「出逢いに支えられて— 生産動物獣医

療とともに歩んだ29年間 —」が執り行われました。題名の通

り、大学赴任当時からの人々との出会いや出来事を振り返り、

同窓生・教職員一同で及川先生のこれまでの功績を労い、お人

柄に感謝を捧げる場となりました。 

同日18時から、新札幌のホテルエミシアにて、獣医内科学教

室・ハードヘルス学ユニットの卒業生・在学生を中心としたメ

ンバー約120名による祝賀会が盛大に開催されました。卒業

生提供の「思い出フォト」のスライドショー、在学生企画の及

川先生クイズ王選手権など、会は終始盛り上がりを見せ、その

後の二次会も深夜まで及川先生を囲んで語り合う、熱気あふれ

る宴となりました。 

 

 

及川伸教授最終講義及び記念祝賀会報告 酪小獣地塩会総会・講演会・懇親会報告 
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2026年1月24日（土）、酪農学園大学 酪農学部 農業経済学

科 平成17年卒業生による同窓会を開催しました。 

卒業から約20年。 

それぞれが異なる道を歩み、異なる場所で生活を重ねてきた私

たちが、再び同じ時間と空間を共有する——本同窓会は、その

「当たり前ではない再会」を何よりも大切にした集まりでし

た。 

当日は、全国各地から卒業生が集い、在学当時にご指導いただ

いた教職員の皆さまにもご参加いただき、懐かしさと同時に、

今の自分たちを確かめ合う、かけがえのない時間となりまし

た。 

開催概要 

• 開催日：2026年1月24日（土） 

• 会 場：ホテルマイステイズプレミア札幌パーク 

• 参加者：卒業生、教職員 

同窓会開催の目的 

本同窓会は、私たちが学び、成長の基盤を築いた酪農学園大学

での学びを改めて振り返り、学生時代を共に過ごした仲間や恩

師との再会を通して、当時の思い出を語り合うとともに、それ

ぞれが歩んできた人生や現在の姿を共有することを目的として

開催しました。 

また、本学での学びを礎として、社会のさまざまな分野で活躍

する卒業生が再びつながり、その経験や思いを次の世代へとつ

ないでいくこと、そして母校・酪農学園大学の魅力や価値を改

めて発信していくことも、本同窓会の大切な意義の一つである

と考えています。 

幹事の思い 

私たち幹事一同は、

この同窓会を単なる

「懐かしさを味わう

場」で終わらせたく

ありませんでした。

酪農学園大学 酪農学

部 農業経済学科で学

んだ仲間同士のつな

がりを、これからの

人生の中でも生き続けるものとして育んでいきたい——そんな

思いを胸に、準備を進めてきました。 

仕事や家庭、生活環境がそれぞれ異なる中で、再び集まること

は決して簡単なことではありません。だからこそ、この再会の

ひとときが、参加された皆さま一人ひとりの心に残る時間とな

ることを、心から願っています。今後もこのご縁を大切にしな

がら、卒業生同士が緩やかにつながり続けられる機会を、少し

ずつでも形にしていきたいと考えています。 

 

 

 

当日の様子 

会場では、学生時代の

思い出話に自然と笑顔

がこぼれ、同時に、現

在の仕事や家庭、地域

での役割、そしてこれ

からの生き方について

語り合う姿が多く見ら

れました。その光景

は、酪農学園大学で培

われた「人と人とのつ

ながり、永久の友達」

が、今も確かに生き続けていることを、静かに、そして力強く

物語っていました。  

 

同窓会を終えて 

今回の同窓会を通して改めて実感したのは、酪農学園大学 酪農

学部 農業経済学科で築いた縁は、年月を経ても決して色あせる

ことのない、人生の大切な支えであるということです。 

それぞれが異なる場所で、異なる役割を担いながらも、再び集

い、率直に語り合える関係があること。その事実こそが、私た

ちの誇りであり、これからの力になると感じています。 

今後に向けて 

今回の再会を一度きりのものにせず、今後も卒業生同士が緩や

かにつながり続けられるよう、情報共有や次回の集まりについ

ても検討していきたいと考えています。今回参加できなかった

卒業生の皆さまとも、次の機会にはぜひ直接顔を合わせ、また

新たな時間を共有できることを楽しみにしています。 

幹事 

大野農業高等学校 大森綾子 

置戸町 百姓 岡田 章 

鹿追町 百姓 上嶋浩二 

株式会社 宇野牧場 宇野剛司 

JAひろしま 敷本正毅 

ヤンマーアグリジャパン株式会社 高川聡史 

雨竜高等養護学校 竹永拓正 

ロックペイント株式会社 丹野雄太 

北海道農業公社 藤城智昭 

農業経済学科 平成17年卒業生 同窓会開催報告 
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 酪農学園大学 

ブランドマークとキャッチフレーズ 

酪農学園同窓会 

    

 

・チャリティTシャツ募金協力のお願い 

酪農学園100周年記念寄付事業  

 

去る2025年11月18日（火）～20日（木）において、10期同期

生と家族等24名の参加者により標記の同期会が開催された。 

行程は18日午後4時に宿泊場所である「北広島クラッセホテル」に

集合し、夕刻から宴会となった。 

19日は9時半にマイクロバスや自家用車に分乗して母校の酪農学園

大学を出発した。同窓生会館内や大学中央館の屋上見学ののち、昼

食会場である「北海道開拓の村」に向かった。昼食後は「北海道博

物館」の見学や散策を楽しんだ。その後2日目の宿泊会場の「「ク

ラウンズプラザホテル千歳」に向かった。 

午後6時からホテル近くの「山の猿」を会場に宴会が開催された。

翌20日（木）の１０：００に次回の再会を約束して各自解散と

なった。 

18日の宴会では、川端幹事の開会ののち、戸田秀美発起人代表よ

り歓迎の挨拶が行われた。小林靖夫氏の乾杯で祝宴となり、参加者

から3分間の近況報告スピーチが行われた。次回開催地と発起人が

決定された。  

酪農学園短期大学Ⅱコース10期生第10回同窓会報告 

編集後記  
2月に入り、節分も過ぎ、日～５日は大学学力入試、４日から１１

日は札幌雪まつりと続きました。 

 １２月は降雪量が少なく過ごしやすい冬かなと思っていました

が１月末になりまとまった雪が降り、結局例年どおりの降雪量に

なりそうです。立春を過ぎると日が長くなり春の訪れを感じま

す。あと2か月ぐらいは厳しい寒さが続きますが、同窓生の皆様 

お元気でお過ごし下さい。 


